
令和７年度 学校運営協議会 議事録 

岩手県立宮古商工高等学校 

 

１ 日 時  令和７年５月９日（金） １５：００～１６：００ 

 

２ 場 所  商業校舎 会議室 

 

３ 出席者  運営委員８名（欠席３名） 

本校職員１８名 

 校長 副校長２名 事務長 

総務部４名（今野、板屋、北村、三浦） 

各主任 

教務部（小野寺）、生徒部（菊地）、進路部（村中）、図書部（藤澤） 

教育相談部（沼山） 

各科主任兼学年長（畠山、米田、上野、坂本、赤沼） 

 

４ 次 第（司会：総務部） 

(1) 開会のことば（副校長） 

(2) 委員委嘱 

(3) 校長挨拶 

  ・新入生１３５名を迎え、全校生徒４１２名となった。 

 ・生徒もGW明け順調に登校している。 

  ・今年度の生徒の活躍として、レスリング部から JOCカップで２名が準優勝。 

日本代表として世界大会やアジア大会に参加予定。近日、宮古市長へ表敬訪問 

・DX ハイスクール、活用できるデジタル人材の育成を目指し進めている。昨年度に続き取

り組むことに。 

  ・委員の方々には忌憚のない意見を述べてほしい。 

(4) 委員・職員自己紹介 

(5) 協議会規約と運用について（副校長） 

  ・第５条より、会長・副会長を定めることとある。伊藤さんに会長を、平井さんに副会長を

お願いしたい。 

  ・これまでの「学校評議委員」のオブザーバー的な役割から一緒に活動していくことでより

良い学校づくりのためのアイディアを出していただくなど、ご支援ご協力をいただきたい。 

 

(6) 学校運営計画説明（進行：会長） 



ア 学校運営計画（校長） 

  ・昨年度と同様の目標とスクールポリシーを設定。 

  ・３の魅力化協働パートナーの方々と協力して進めたい。 

  ・イ（ア）「体罰や暴言は絶対に許されないこと」については、「岩手モデル」と繋がりを重

視し共に再認識し進めている。 

  ・目指す学校像として、重点目標に「オ 地域との連携・協働」を追加。目標値も設定。 

  ・取組方針として、イの項目に、「生徒会活動や部活動の活性化等」を設けた。 

 イ 各部・各学年・各学科教育指導計画 

   教育指導計画をもとに、２分程度の説明をした。 

①総務部 

   ・PTA総会２７名、次年度は工夫を行う。 

②教務部 

   ・重点目標として授業評価の工夫と改善を行う。互見授業。BYODの活用・深化。 

③生徒指導部 

   ・生徒が明るく生き生きと。社会性や規範意識を身に着けるような指導。 

   ・忍耐力・協調性の大切さに重点を置く。（部活動・生徒会活動・クラスなど） 

④進路指導部 

   ・両校舎共通の重点目標を設けて、学年ごとに達成目標を設定。 

⑤保健部 

   ・昨年度の反省を踏まえて、工業は心因性のサポート、商業は口腔ケアに重点を。 

⑥図書部 

   ・朝学習の施行。夏休み読書感想文。芸術鑑賞会は文化会館の都合で１２月に。 

⑦教育相談部 

   ・必要な生徒を見落とさないように。教育支援チームの充実を図る。 

⑧事務室 

   ・紙面のとおり  

⑨１学年 

   ・高校生としての自覚を意識させる。修学旅行の計画中。 

⑩２学年 

   ・昨年度までの「慣れ」を良い方向へつながるように指導していく。 

⑪３学年 

   ・進路目標の達成。離職率の軽減につながる指導を。 

⑫商業科 

   ・検定取得の充実をさらに図っていく。学んだものを生かす場面の設定も意識して。 

 



⑬機械システム 

   ・職員が生徒との対話を忘れないように、科のもつ特性を生かした指導をしていく。 

⑭電気システム 

   ・第二種電気工事士の資格を卒業までに取得させる指導を心掛けている。 

・岩手県のものづくりコンテストで県内初の女子生徒優勝を輩出。 

ウ 令和６年度の特色的な取り組み 

①工業校舎（副校長） 

   ・鮭の町復興クリーン作戦を津軽石小、津軽石中と合同で実施。 

・課題研究の発表の場を校内だけではなく産業まつりでも実施。 

・デジタル産業の機械を導入し、次世代の担い手を育成する指導をした。 

 ・これまでの取り組みが認められ、今年度は複数の情報番組に取り上げてもらう予定。 

②商業校舎（商業科主任） 

   ・街づくりへの参画。商品開発プロジェクトとして、道の駅やまびこ館のパン工房に商品

のプレゼンを実施、今年度は試作品から商品化を考え進めている。（ラーメン開発にも着

手） 

・プログラミング授業の充実として、生成AIの講座を企業の協力を得て実施。 

・日商簿記１級取得の生徒を輩出できた。 

 

(7) 質疑応答 

   ・委員Ａ：昨年度就職した生徒の様子や離職情報は、企業から学校に入ってくるのか？ 

ソフトテニスで教えた子供が辞めている現状を知って、学校は抑えているのだ

ろうかと心配していた。 

・委員Ｂ：就職者への追指導をするために、先生方にも各地の同窓会に参加してほしい。 

   【回答：校長】 

   ・現在は卒業生への追跡調査は行っておらず、職員の企業訪問や企業の学校訪問の際に提

供される内容でしか追えていない。 

・委員Ｃ：フォーマットが校舎ごとに違うのは？数年前にも要望した。見易い様式に校舎

間統一を図ってほしい。 

また、生徒から聞こえてくる声に整容指導の基準に差があるとのことがある。 

     このことについても統一をお願いしたい。 

 (8) その他 

 (9) 閉会のことば（副校長） 


